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地域に根差した医療と介護の一体的な提供を目指して
　鶴居村の中心部を抜けた小高い丘の上にあるえんれい荘。今から三十数年前、この施設が建てられる際、敷地
内に群生するオオバナエンレイ草の白い花から、その名前が付けられました。
　以来、利用される方々のより自立した日常生活やご家庭への生活に戻る事が
できるように、医師、看護師、介護士、理学・作業療法士、管理栄養士、ソー
シャルワーカー等の専門スタッフが一体となり、利用者様一人一人の課題を把
握し、その解決への取り組みを続けてきました。えんれい荘には、複数の病気
を持つ方々や認知症のためご本人の意向の確認が難しい方々が多く利用され
ています。そこで、隣接する「つるい養生邑病院」と情報共有を行いながら適切な医療支援を行う他、定期的に

開催する担当者会議で利用者様の思いを中心に考えながら、利用者様の
笑顔や穏やかな表情を大切にしたケアサービスの提供を目指しています。
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施設介護業

　老人保健施設は介護を提供することが主
な仕事ですが、利用される方々への医療的
な必要性が増えてきています。適切な介護
や医療の提供には正しい診断や評価が重要
です。つるい養生邑病院の専門医からのア
ドバイス、画像診断装置の活用などで、病
院併設型の介護老人保健施設という利点を
生かした、より良い介護サービスの提供に
スタッフ一同努めています。森田　浩一

施設長




